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映画保存とフィルム・アーカイブ活動の

現状に関するQ＆A

連載：

フィルム・アーカイブ

　　　の諸問題

第84回

　映画が誕生して110年以上が経った現在、

その基盤であるフィルム文化にかつてない大

きな変容が訪れています。デジタル技術が、

映画の製作から上映までの全領域にわたっ

て、急速かつ広範に浸透しつつあります。一

方、それに反比例するかのように、フィルムは

撮影や編集の現場から、そして映1画館のスク

リーンから姿を消しはじめています。

　東京国立近代美術館フィルムセンターは、

国民の文化財である映画フィルムの、収集・

保存・復元・公開を主な活動とするフィルム・

アーカイブ機関です。われわれは、デジタル

時代をむかえた現在においても、いやそうで

あるからこそ、これまで受けっがれてきた、そ

して今後も創られつづけていく映画を文化と

して継承していくため、映画フィルムの保存活

動を一層充実させ、進めなくてはならないと

考えています。

　以下に、Q＆A形式で、映画保存の現状と

当センターの映画フィルムに関するアーカイブ

活動の概要をまとめました。ご・一・読いただけ

れぼ幸いです。

　　　　　　　　　　　　2012fT…12E］5H

＊このQ＆Aはフィルムセンターのホームページでもご覧いた

だくことができます（httpl〃www．momat．gojp／FC／mmbunka／

illdex，html）ロ

映画保存の現状

Q：映画は、フィルムを使って撮影されているの

ですか。

Al110年以上の歴史を通じて、映画はフィル

ムを用いて撮影・現像・編集・一ヒ映されてきま

した。近年はデジタル技術の発展により、フィ

ルムを切使用しない（ボーンデジタルの）映

一紗簗 一灘
画作品もふえてきていますが、現在までに製

作された映画作品の大多数は、フィルムを媒

体としています。

●

左から、35mm、16mm、8mmフィルムと1円玉（直径20mm）

Q：映画フィルムはもう作られないとニュースで

聞いた気がするのですが。

A：現在も映画フィルムは生産されています。

ただ、今年（2012年）の9月13日に、映画フィ

ルムの国際市場において2番目のシェアをもつ

富士フイルム社が、2013年3月を目途に撮影

用・上映用フィルムの販売を終了することを発

表しています（同社は保存用映画フィルムの販

売は継続すると発表しています）＊。

　今年（2012年）1月19E｜に破産申請をした米

国イーストマン・コダック社（映画フィルムのシ

ェア1位）＊＊は、その後再建のための組織再

編に取り組み、現在も映画フィルム生産を続

けています。

　他に今年（2012年）は、日本国内でフィルム

関連企業の破産や業務の集約計画などが、

報道・発表されています＊＊＊。

＊「映両フィルムから撤退」、『読売新聞』（朝FII）、2012年9月

131－1◇

＊＊Michael　J．　de　la　Merced，”Eastman　Kodak　Files

for　Bankruptcy，”励¢～Vεz㊨｝わτた7為ヵε∫（19January　2012）

（http：／／dealbook．nytilnes．conユ／2012／01／19／eastlnal1－

kodak－files－fol㌔bankruptcy／）．

＊＊＊「映画館向けのフィルム映写機で国内圭14大手だった11

本電r光学1：業（東京都～！覧島区）が、東京地裁から破産開

始決定を受けたことが26日わかった」（「フィルム映写機に時

代の波　国内最大子が破産」、『朝1｜新聞』〔朝1：ll〕、2012年

3月2711）。また、ポスト・プロダクション会社のIMAGICAは、

2012年9月3日、1司社HP（http：／／www．iInagica．coln／llews／

release／post－71．php）Lで・部フィルム関連サービスをr会

社に集約する計画を発表しています。

Q：フィルムは長く保存できるのですか。

A：フィルムは、適正な温度と湿度の環境ドで

あれば、数百年安定的に保存できることが、

実験によってあきらかとなっています（なお、フ

ィルム・アーカイブにとっての「長期的な保存」

とは、少なくとも100年以一ヒを指します）。実

際、フィルムセンターでは100年以上前に撮影

され寄贈されたフィルム原版（オリジナル・ネガ

あるいはそれに相当するもの）をはじめとする

多数の映画フィルムを、温度2～10℃、相対

湿度35～40％の環境下で管理された専用保

存庫で保管しています。

1910年に撮影された『小林富次郎葬儀』のフィルム

Q：デジタル媒体で保存したほうがよいのでは

ないですか。

Al映画フィルムは重くて場所を取り、物理的

損傷や化学的劣化を防ぐために適切な取りあ

っかいを必要とするため、その保存には手間

や経費がかかるような印象をもたれるかもし

れません。しかし、デジタル保存にはフィルム

保存にない重大なリスクがあります。また、フ

ィルム保存以一ヒにコストがかかることも知られ

てきました。

　フィルム保存は、現時点での長期安定性に

おいてはデジタル保存より信頼度が高く、経

済性においてもすぐれているというのが、世

界の映画保存専門家たちの共通した見解で

す。フィルムセンターでも、現在所蔵しているフ

ィルムをフィルムのままで保存しつづけること

が、現在知られている長期保存の方法として

は、もっともよい選択だと認識しています。

Q：デジタル保存のリスクとは何ですか。

A：デジタル・データ自体は原理的には劣化しな

いのですが、それを保存する媒体やファイル形

式、読みとるためのアプリケーション・ソフト等

が長く保持されません。したがって、5年や10年

といった短期間で、複合的な原因によるデータ

破壊や消滅が起こるリスクが生じま女

　たとえば、デジタル・データを物理的に保存

するハードディスクや光ディスク、フラッシュメ
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モリ、データテープといった記録メディアすな

わち情報のキャリアは、何年の耐久性をもつ

かきわめて不確定です。また、市場における

商用デジタル技術のはげしい競争が次々と新

たな規格を生み出しているように、現在多くの

ユーザーによって使用されている映像記録フ

ァイル形式も、短年で陳腐化する（新しい技

術の前に時代遅れのものとなり、市場におい

て事実上流通しなくなってしまう）可能性が高

いのです。

　そのため、短期間で媒体の変換やファイル

形式、アプリケーション・ソフト等の更新をしな

くてはなりませんが、デジタル・データはその

過程において、一瞬で消えてしまったり、読み

とることができないというリスクが増大してし

まうのです。

Q：デジタル保存のコストはフィルムより大きい

のですか。

A：前項で述べたように、デジタル保存は長期

安定性にリスクをかかえているため、一度保

存環境を構築してもフィルムのようにそのまま

保管しつづけることができません。積極的な

保存、っまり定期的にバックアップを取った

り、データ移行（マイグレーション）をしたりす

る必要がありま丸ファイル形式が変わるたび

に、また記録メディア（情報のキャリア）が代わ

るたびにこれらの作業をしなくてはならず現

状では、総合的なコストはフィルム保存よりは

るかに大きくなると考えられています。

　たとえば、米国の映画芸術科学アカデミー

では、4Kのデジタル・マスターを1年間保存す

るコスト（12，514ドル）は、フィルムのマスター

素材を1年間保存する場合（1，059ドル）の約

11倍になると計算しています＊。このため、米

国の映画会社では、デジタル撮影された映画

をフィルムで保存することも行われています。

＊η2εDig汕～D刀醐勿α：sz城⑳c∬∬況θs碗Aγcカi励9αη∂

Ac6θ∬仇g　D留髭o↓ル10τioヵノ）仇μγεMα／εηα～s（The　Science

and　Technology　Council　of　the　Academy　of　Motion　Picture

Arts　and　Sciences，2007），pp．＆9．

なお、［本語版は慶懸義塾大学デジタルメディア・コンテン

ツ統合研究センターのサイト（http：／／wwwlab．dmclabjp／

digitaldilemma／DigitalDilemma／DigitaL正）ilemma．html）か

らPDFファイルを無料ダウンロードすることができます（2012
fε12∫二］511現石三）。

Q：フィルムセンターは、デジタル技術に否定的

な立場を取っているのですか。

A：そうではありません。ただ、デジタル化を

推進することと引きかえにフィルムを廃棄して

しまうことは、長期保存の観点からきわめて

問題が大きいと考えています。これは、現在の

世界の映画保存専門家たちの共通意見でも

あります。フィルム原版が保存されているので

あれぼ、デジタル技術は、保存・復元の立場

からはむしろ歓迎すべきものです。

N「（N匡W～1匡π匡R－15

　実際、当センターは、デジタル技術を援用

した映画フィルムの復元に着手しています。た

とえば、「傾向映画」の名作として名高い伊藤

大輔監督の『斬人斬馬剣』（1929年）は経年劣

化した9．5mmフィルムの状態で発見されまし

たが、そのフィルムをデジタル・スキャンし、コ

ンピューターヒで自動修復ソフトと手作業を組

み合わせることによって、画面の傷を消去した

り、揺れやぶれ、チラつきなどを補正したりす

ることが可能になり、最終的に35mmプリント

に復元（2003年）することができました。

　また、原版が失われている黒澤明監督の

『羅生門』（1950年）は、現存する最良のプリ

ントを基にデジタル復元を行うことで、画面の

傷やフォーカスのぼけを修復し、公開当時に

より近いプリントを作製することができました。

日本と米国の共同事業として行われた『羅生

門』の復元作業は、2009年度の全米映画批

評家協会賞の映画遺産賞を受賞しました。

　デジタル技術によるフィルム復元は、従来

の写真化学的修復よりすぐれた点をもつ、新

たな可能性に満ちています。重要なのは、フィ

ルムとデジタルのどちらかを選択することでは

なく、それぞれの技術や利点をバランスよく組

み合わせ、よりすぐれた保存・復元技術を培

っていくことだと考えます。

Q：デジタル復元した後、フィルム原版はどうな

るのですか。

A：当然ですが、大切に保存していま古デジ

タル復元技術は発展途上で一時的なもので

あるため、将来、よりよい復元方法を実行す

る時に、元素材であるフィルム原版が存在し

ていることが必要不可欠です。

　たとえば、2K（2048×1080　pixel、以下pixel

は省略）の解像度でスキャンされたデジタル・

データを、後になって4K（4096x2160）にアッ

プグレードすることはできません（もちろん、フ

ィルム原版が残っていれば再スキャンすること

ができます）。デジタル技術のすぐれた点を生

かすためにも、元素材としてのフィルム原版の

保存は重要です。

フィルムセンターのアーカイブ活動

Q：フィルムセンターの所蔵フィルムは、どこに

どれくらい保存されているのですか。

A：当センターの所蔵フィルムは、2012年3月

31［時点で65，517（うち日本映画57，164、外

国映画8，353）本＊です。フィルムは、相模原

分館の専用保存庫で保管されています。

＊ここで1言う「本」とは、1つの作品に対し、ジヱネレーション

（ポジ、ネガ）、形状（35mm、161nm等）、バージョン（再編集

版、字幕付きプリント等）、完全度において異なるフィルムを1

つずつ数えた場合のli7位を指しています、つまり、1つの作品

に対して複数本のフィルムが存在していることがあります，

連載

フィルムセンター椙模原分館

Q：65，517本の内訳はどうなっていますか。

A：65，517本のうち、Fl本映画はその87％、

57，164本を占めていま〉むそのうち劇映画に

類別されるのは10，587本、作品数では5，559

作品になります。これは1910年から2011年ま

でに公開された日本劇映画の総数34，892作

品の15．9％にあたります。

外国映画

8β53本

ニュース映画

13，4旧本

テレビ用映画

5、604本

アニメーション映画

　2，129本

文化記録
　映画
25，426本

フィルムセンター所蔵フィルムの国別内訳と日本映画のジャ

ンル別内訳

　戦前期、特に無声映画作品の残存率は欧

米諸国のそれと比べてきわめて少ないです。フ

ィルムセンター所蔵作品数で計算した場合、

年代別に0．2％（1910年代）、3．8％（1920年

代）、10．7％（1930年代）、29．8％（1940年代）

となります。

　小津安二郎監督の戦前作品はその半分近

くが失われ、溝口健二監督の場合は8割が失

われています。世界的に見ても有数の映画大

国であった戦前の日本映画は、残念ながらそ

の大半の作品が（現在のところ）失われている

状態です。

卿
卿
卿
㎜
㎜
㎜

1940年代

　4η■論姦ター

（140D　■（年代別総数）

日本映画の年代別総数とフィルムセンター所蔵数

　当センターでは文化・記録映画やニュース

映画等も大量に所蔵しており、その占める割

合はきわめて高いものがあります。しかし、こ

れまで製作された作品の総数を算定すること

はむずかしく、どれだけ残されているのかを正

確にっかむことができないのが現状です。



連載

Q：なぜこれほど少ないのですか。

A：さまざまな理由があります。まず、ll本にお

いては、公的な映画保存活動の開始が諸外

国と比べて遅れてしまいました。欧米諸国の

多くでは、1930年代から戦後期にかけて、政

府の支援を受けた映画保存機関が設置され

ていますが、日本では長らくそうした機関が存

在していませんでした。

　ようやく1952年に国立近代美術館（現・東

京国立近代美術館）が開館し、同時に映画事

業（フィルム・ライブラリー）を開始することによ

って、国、ア機関による映画フィルムの収集が

始まりました。さらに、1970年にフィルムセン

ターが東京国立近代美術館の一部門として

開館して以降、その動きは本格化することに

なります。

　また、映画界一般に映画フィルムを保存する

意識が高くなかったことも大きな要因で℃この

他に、関東大震災のような災害や、太平洋戦争

における都市への空襲といった戦禍により、多

くのフィルムが焼失・散逸してしまいました。

Q：国会図書館に出版図書が納本されているよ

うな形の法定納本制度は、映画フィルムにはな

いのですか。

A：現在、日本において映画フィルム納入の

義務を実質的に機能させている法令はありま

せん。国立国会図書館法第24条では、同館

へ納人する義務のある出版物として「映画フィ

ルム」が記されていますが、同時に附則により

「当分の問、館長の定めるところにより、同条

［引用者註：第二卜四条］から第二十五条ま

での規定にかかわらずその納入を免ずるこ

とができる」とされ、結果として同館では、映

画フィルムを収集していません。

　前項でも述べたように、フィルムセンターは

1970年の開館以来、国立唯一の映画機関とし

て、自国の映山遺産を優先的・網羅的に収集・

保存・復元・公開するフィルム・アーカイブ活動

をっづけていま℃近年はとりわけ所蔵フィル

ムの数をふやしており、2012年3月31日時点の

所蔵フィルム数65，517本は、10fF前（2002年）

の28，220本から2倍以上になっています，

Q：そもそも、なぜ映画を保存するのですか。

Al映両は、娯楽商品であると同時に、19世

紀末以降のIlt界の歴史を映像（と音声）によ

って記録し、また表現してきた文化財でもあり

ます。それらをできるだけ多く保存・公開し、

未来のllt代に受け渡すことは、われわれ、そ

して未来の世代が文化を再発見し、創造する

可能性の選択肢をふやすことです。たとえ製

作・公開当時に人々の注目を集めなかった映

山作品であったとしても、長い年月の後に新

たに文化的価値を見出される可能性はト分

にあります。

　たとえば、近年、可燃性原版が発掘されて

国の重要文化財指定を受けた『小林富次郎

葬儀』という・企業のプライベート・フィルム

は、従来の映画史に記述のない、いわば忘れ

られた作品でした。しかしこの映画には、明

治末期の東京の風俗が生き生きと記録されて

おり、その点で時代の貴重な証言となってい

ます。こうした文化的な再発見や再評価が可

能になったのも、フィルムがきちんとした形で

残されていたからこそです。

『小林富次郎葬儀』（1910年）

Q：国内に、フィルムセンターの他にフィルム保

存を行っている機関はありますか。

A：各映画会社において、その会社で製作さ

れた映画フィルムが保存されています。また、

国内各地の公的／私的な機関・アーカイブが

フィルム保存活動を行っています。

　たとえば、福岡市総合図書館は、フィルム

センターが正会員加盟しているFIAF（国際フ

ィルム・アーカイブ連盟）の準会員機関です。こ

の他に、京都府京都文化博物館、プラネット

映画資料図書館／神戸映画資料館、広島市

映像文化ライブラリー、川崎市市民ミュージ

アムといった機関が各地でアーカイブ活動を

行っています。

　また、マツダ映画社、沖縄県公文書館、立

命館大学（アート・リサーチセンター）、大阪芸

術大学（玩具映画プロジェクト）、映画保存協

会、記録映画保存センター、新潟大学（地域

映像アーカイブ）といった機関も、それぞれの

目的に特化した活動を行っており、近年こう

したフィルム・アーカイブ活動の動きが全国各

地で広がりっっあります。詳細は、各機関・ア

ーカイブにお問い合わせください。

　映画フィルムは、適ll三な環境を整えれば、

長い年月保存することができる貴重な文化遺

産です。その重要性は、デジタル時代をむか

えた現在において、ますます高まっています。

どうか映画フィルムをすてないでください。も

しみなさまの周囲で映画フィルムが見つかりま

したら、フィルムセンターをはじめ、身近なフィ

ルム・アーカイブ機関にご相談ください。塁

■

■

東京国立近代美術館フィルムセンターは、国際フィ

ルム・アーカイブ連盟（FIAF）の正会員です三FIAF

は文化遺産として、また、歴史資料としての映画フ

ィルムを、破壊・散逸から救済し保存しようとする

世界の諸機関を結びつけている国際団体です。

National　Film　Center（NF（：）of　The　National　Mu－

seum　of　Modern　Art，　Tbkyo　is　a　full　member　of　the

International　Federation　of　Film　Archives（FIAF）．

The　Federation　brings　together　institutions　dedi－

cated　to　the　rescue　and　preserv飢ion　of丘lms，　both

as　elements　of　cultural　heritage　and　as　historical

dOCUments．

東京国立近代美術館ホームページ

h廿P：〃wwwmomatgojp／
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